
事業活動温暖化対策計画の実施状況に関する事項
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フランチャイズチェーンとしてコンビニエンスストア事業を展開

熊本県地球温暖化の防止に関する条例施行規則第５条第１号該
当特定事業者（大規模エネルギー使用事業者）

熊本県地球温暖化の防止に関する条例施行規則第５条第２号該
当特定事業者（自動車運送事業者）

特定事業者以外の事業者

年度2024

東京都港区芝浦三丁目１番21号

株式会社ファミリーマート
代表取締役社長　細見　研介

8598

差 引 後 増 減 率 ( 基 準 年 度 比 )

61.470

△ 14.2△ 36.1

7331.09407.7

△ 19.0

グリ ーン 電力 証 書 又は グリ
ー ン 熱 証 書 の 購 入 (t-CO2)

83.0 180.566.0

差 引 後 排 出 量 (t-CO2)

9380.5

83.0

特 記 事 項

「計画の進捗又は達成の状況等」欄には、計画期間における排出量削減の進捗の状況及び計画終了時における事
業活動温暖化対策計画書に掲げた温室効果ガスの排出の抑制の量に係る目標の達成又は未達成の理由等があれ
ば、記入してください。
「特記事項」欄には、過去の温室効果ガス排出削減に係る実績や地球温暖化防止に寄与する技術又は商品の開発
等の取組があれば、記入してください。

62.248

原 単 位 の 考 え 方
店舗設備(販売什器等)については、標準化されており温室効果ガス
の排出量に大きな差異はないため、１店舗あたりの排出量を原単位と
する。

57.718

基準年度に対し総排出量は大幅増加であったが原単位ベースでは減少した。計 画 の 進 捗 又 は 達 成 の 状 況 等

「計画期間」並びに「基準年度」「前年度」「目標年度」及びそれらの排出量は、提出済の事業活動温暖化対策計画書
に一致させてください。

△ 13.1

62.49062.000

△ 19.4

45.819

△ 13.5

62.00058.299

差 引 後 増 減 率 ( 基 準 年 度 比 )

基 準 年 度 目 標 年 度

9713.0

95.3

住 所 ( 法 人 に あ っ て は 、
主 た る 事 務 所 の 所 在 地 )

7.3

増 減 率 ( 基 準 年 度 比 ) △ 18.6
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名 称 及 び 代 表 者 の 氏 名 )

事 業 概 要

事 業 活 動 温 暖 化 対 策 計 画 書
に 定 め た 措 置 の 実 施 状 況

該 当 す る 事 業 者 要 件
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そ の 他 知 事 が
認 め る も の (t-CO2)

②合計(t-CO2)

差 引 後 排 出 量 （ t-CO2 ）

71.651

年度 年度20252021

・新店、改装店においては、総合熱利用システムや、LED照明によるファザード看板の設置な
どの省エネ機器を導入。
・什器フィルター清掃徹底などの運用面の改善。
・社員やストアスタッフへの環境教育の実施。
・太陽光発電設備による再生可能エネルギー（電力）の供給。

7397

△ 18.3

97969051

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー を
利 用 し た 電 力 又 は
熱 の 供 給 （ t-CO2 ）

5.0

森 林 の 整 備 及 び
保 全 （ t-CO2 ）

①　-　②

95.3
補 完 的
手 段
に よ る
削 減 量

9561
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△ 12.8△ 35.5
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計　　画　　期　　間前 年 度

66.0

3.6

180.5


